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研究成果の概要： 
 加齢に伴う日常の身体活動が高齢者の身体的自立に関する体力にどのような影響を及ぼすか

について検討し、以下のことが明らかになった。 
1.１日の平均歩数は加齢により減少したが、体力の変化は個人差が大きく、また体力測定種目

によっても異なることが明らかになった。 
2.身体的自立した後期高齢男性においては、歩数水準が高いほど優れた体力を有していることが示

唆された． 
3.70 歳時の開眼片足立ち・脚伸展パワーが優れている男性は、80 歳時に体力テストに参加で

きる確率が高いことが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
 高齢者の健康寿命の延伸にどの程度の体
力や身体活動が必要であるかについては明
らかではなかった。そこで、身体的自立に必
要な体力や身体活動量を明らかにするため
に、加齢に伴う体力や身体活動の変化と手段
的 ADLの加齢変化の縦断的研究が必要とされ
ていた。 
２．研究の目的 
 本研究は、前期高齢期から後期高齢期への

移行期に体力や日常生活動作遂行能力の低
下が顕著になると考えられているが、これら
の変化への身体活動がどの程度の影響を及
ぼすかについての縦断的研究はほとんど実
施されていない。そこで本研究では、70 歳高
齢者の 11 年間追跡調査により、前期高齢期
から後期高齢期への移行に伴う体力や日常
生活動作遂行能力に日常の身体活動量（本研
究では歩数を身体活動量の指標とした）がど
の程度の影響を及ぼすかについて検討した。 



３．研究の方法 
 
(1) 対象者：地域在住 70 歳高齢者（男女）を

対象に 80歳までの追跡調査を実施した。
70 歳時の対象者は 600 名であったが、
80 歳時には 398 名となった。調査は、
毎年６月に実施した。 

(2) 測定方法 
①体力：握力、膝伸展力、脚伸展パワー、

10 メートル歩行テスト、開眼片脚立ち時
間、ステッピング（座位） 

②身体活動：歩数計により１週間測定した。
さらに、協力が得られた対象者について
は加速度計により身体活動の強度とそ
の時間についても測定した（１週間）。 

③日常生活動作遂行能力は、老研式活動能
力指標および質問紙による階段昇降動
作と椅子からの立ち上がり動作の成就
度について調査した。 

(3)形態測定：身長、体重、体脂肪率、BMI 
(4)生活・健康状況 
 
 
４．研究成果 
 
1) 体力と歩数の加齢変化 

体力、平均歩数および日常生活動作遂行能
力（ADL）について、71 歳から 80 歳まで連
続して体力測定に参加した同一対象者（男性
104 名、女性 71 名）の 10 年間の縦断的変化
を検討した。さらに、検証的因子分析モデル
を適用して、高齢者における体力と歩行能力
の因子構造についての検証を行ったので、そ
の結果についても検討した。 
(1) 体力について 
 体力測定は握力、膝伸展筋力（右脚＋左脚）、
脚伸展パワー、開眼片足立ち、ステッピング
および 10m 歩行時間について行った。 
 71 歳と 80 歳の記録を比較した結果、握力
は男女とも低下した（男性：40.4→35.6kg、
女性：24.9→21.9kg）。また、男性は 71 歳と
比較すると 74 歳から記録の低下が認められ
たが、女性は 80 歳のみであった。膝伸展筋
力についても男女ともに記録が低下した（男
性：89.1→59.14kg、女性：57.6→38.5kg）。
さらに、開眼片足立ちの記録も（男性：83.3
→44.7 秒、女性：63.9→30.11 秒）男女とも
に低下していた。男性については 71 歳と比
較すると 76 歳から記録の低下が認められた
が、女性は 78 歳からであった（すべてｐ＜
0.05）。一方、脚伸展パワー、ステッピングお
よび 10m 歩行時間は男女ともに有意な低下
は認められなかった。 
(2) 平均歩数について 
 歩数は、歩数計による四半期（7 月・10 月・
1 月・4 月）各一週間分の記録のうち 7 月期
の記録から 1日当たりの平均歩数を算出した。

その結果、平均歩数は 71 歳の記録と比較し
て 80 歳では男女ともに減少した（男性：6809
歩→5040 歩、女性：6363 歩→4690 歩、ｐ＜
0.05）。 
 
２)1 日の総歩数と体力との関係（表１） 

78 歳と 79 歳の身体的に自立した後期高齢男
性 115 名を対象に，日常生活での歩数と体力お
よび生活機能の関係について検討することを目
的とした．日常生活での歩数は数計を用いて 1
週間連続して測定した．生活機能として老研式
活動能力指標，日常生活動作遂行能力（階段
昇降動作および椅子からの立ち上がり動作）を
調査した．また，体力測定（握力，膝伸展力，脚
伸展パワー，ステッピング，開眼片足立ち，10m
歩行テスト）を実施した． 1 日平均歩数は
5,051±2,572 歩/日であった．老研式活動能力指
標は 12.1±1.3.点（満点 13）を示し，自立した生
活を営んでいる高齢者であると推察された．歩
数との関係性では，握力，膝伸展力，脚伸展パ
ワーに有意な相関関係を示した．以上のことか
ら，身体的自立した後期高齢男性においても１
日の総歩数は筋力と関係しており，歩数水準が
高いほど優れた体力を有していることが示唆さ
れた． 

表１．歩数と各項目間の相関関係（スピア
マンの順位相関係数） 

 相関係数 
体組成   
体重 -0.039  n.s.
BMI -0.054  n.s.
体脂肪率 -0.074  n.s.
生活機能   
老研式活動能力指標 -0.006  n.s.
階段昇降動作 0.085  n.s.
椅子からの立ち上がり 0.153  n.s.
体 力   
握力 0.258  ** 
膝伸展力 0.290  ** 
脚伸展パワー 0.259  ** 
ステッピング 0.064  n.s.
最速歩行速度 0.124  n.s.
開眼片足立ち 0.122  n.s.

**p<0.01, ***p<0.001, n.s.; not 
significant.  

 
 

３)80 歳時の生存状況および体力テストへの
参加状況と、70 歳時の体力との関係  
新潟市内に在住する 1998 年当時 70 歳であ
った高齢者を 10 年間追跡した調査である。
80 歳時の生存状況および体力テストへの参
加状況と、70歳時の体力との関係について検



討した。対象者は、新潟市内に在住する 1998
年当時 70 歳であった高齢者 600 名のうち、
2008年までに転居が確認された8名を除いた
592 名（男性 302 名女性 291 名）である。体
力テストは、握力、開眼片足立ち、ステッピ
ング、膝伸展力、脚伸展パワー（コンビ社製 
アネロビクス）を測定した。80 歳時に体力テ
ストに参加できたもの、生存は確認されてい
るが体力テストに参加しなかったもの、死亡
したものの 3群別に、70 歳時の体力を比較検
討した。また、80 歳時に生存したか否か、体
力テストに 1項目でも参加したか否かのそれ
ぞれについて、70 歳時の体力との関連を、ロ
ジスティック回帰分析により検討した。 

その結果、70歳時の対象者592名について、
80 歳時に死亡が確認されたもの 80 名（男性
60 名女性 20 名）、体力テストに参加したもの
343 名（男性 173 名女性 170 名）参加しなか
ったもの 169 名（男性 69 名女性 100 名）で
あった。男性において、80歳時に体力テスト
に参加した群、参加しなかった群、死亡した
群の握力は、それぞれ 39.7±5.7kg、38.0±
5.4kg、38.0±5.5kg であり（参加 vs 不参加
p<0.05）、女性では 24.6±3.8kg、24.0±3.5kg、
23.3±3.0kg であった。開眼片足立ちは、男
性において、77.3±42.5 秒、57.4±39.4 秒、
63.0±45.0 秒であり（参加 vs不参加 p<0.01、
参加 vs 死亡 p<0.05）、女性では 50.8±42.4
秒、46.0±43.5kg、54.9±44.4 秒であった。
膝伸展力は、男性において 1.21±0.27kg/体
重 kg、1.12±0.34kg/kg、1.09±0.24kg/kg
であり（参加 vs 不参加 p<0.05、参加 vs 死亡
p<0.01）、女性では 0.86±0.25kg/kg、0.83
±0.32kg/kg、0.77±0.27kg/kg であった。ス
テッピングは、男性において 80.8±14.4 回
/10 秒、77.6±12.0 回/10 秒、76.9±15.0 回
/10 秒であり、女性では 70.3±12.0 回/10 秒、
72.1±13.5 回/10 秒、64.4±12.7 回/10 秒で
あった。脚伸展パワーは、男性において 14.8
±3.3watt/体重 kg、13.6±3.6watt/kg、13.2
±3.3 watt/kg であり（参加 vs不参加 p<0.05、
参加 vs 死亡 p<0.01）、女性では 9.0±2.5 
watt/kg 、8.6±3.2watt/kg 、7.3±
3.03watt/kg であった。男性では、ステッピ
ングをのぞいたすべての項目で 3群間に有意
な差が認められたが、女性ではすべての項目
でみられなかった。80 歳時の体力テストへの
参加の有無を目的変数、体力テスト 5項目を
説明変数としてロジスティック回帰分析を
行った結果、男性では開眼片足立ち、脚伸展
パワーが有意な説明変数として抽出された。
女性では有意な説明変数は抽出されなかっ
た。80 歳時の生存を目的変数とした結果は、
男女とも有意な説明変数は抽出されなかっ
た。 

以上の結果から、80 歳時の身体状況別に群
別した 70 歳時の体力は、男女で結果が異な

った。70 歳時の開眼片足立ち・脚伸展パワー
が優れている男性は、80 歳時に体力テストに
参加できる確率が高いことが明らかになっ
た。 
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